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高崎駅警戒 ～犯罪者は見逃さない～

過去の群馬のまもりは
二次元コードからアクセス!!

↑ ぐんまポリスの
ダウンロードはこちらから



車のシステムに侵入して操作する機器（CANインベーダー）や、
鍵が発する電波を利用するリレーアタックで車のドアを解錠し、
エンジンをかけて盗む手口が多く発生しています

【自動車盗】
① 短時間でも必ず施錠、
ハンドルロックとドアロックを併用

② イモビライザーや盗難防止機器の活用
衝撃や振動・音等の異常を感知し警報音を発する装置、
GPS装着等

③ 鍵の適切な保管
スマートキーは遮断できるケースに入れる

④ 容易に持ち出せない対策
ガレージに保管する、車の前に別の車を止めるなど容易に
持ち出せない対策をする

【自転車盗】
① 短時間・住宅の敷地内でも必ず施錠
② 常設の鍵＋補助錠を付ける（ツーロック!!）
③ 防犯設備がしっかりしている駐車場・駐輪場を利用

自動車盗を始めとする乗り物盗の被害防止住宅・空き家対象の侵入窃盗の被害防止

① 防犯カメラやセンサーライトの設置、補助錠の利用、
衝撃・開放センサーなど、『侵入前に犯行を諦めさせる』
ことが重要です。

② 普段見慣れない車両や不審者を見かけたら、ためらわず
に警察に通報しましょう。

特 殊 詐 欺 の 被 害 防 止

【被害防止ポイント】
① 特殊詐欺電話対策装置や
留守番電話で対策！

② 電話でお金やキャッシュカード
の話が出たら、詐欺!!

③ 相手に言われた内容や情
報は自分で調べてみる

特殊詐欺被害防止 SNS型投資・ロマンス詐欺被害防止

【だましの手口】
① SNSから始まる
SNSの友達登録、投資グループへの招待等

② 著名人等が指導
経済アナリスト、投資家等から指導を受けられると信用させる

③ アプリやサイト上で利益を管理
アプリ等で表示される金額は、犯人が自由に数字を入れ替え

④ 利益分が出金できる
犯人があなたからだまし取ったお金の一部を振り込むだけ

【だましの手口】
① ＋(ﾌﾟﾗｽ)や1等から始まる国際電話番号や

末尾が「0110」の警察署の電話番号を装っ
て電話する

② 他県の警察官を名乗って「事件の容疑者」
などと言って捜査に応じるよう求める

③ SNSなどのビデオ通話で「警察手帳」や「逮捕
状」などを見せる

④ 身の潔白を証明するためにお金を要求する

警察官を装う詐欺の電話

子供と女性の犯罪被害防止
① 夜間の一人歩きや自宅に入るときに 周囲への
注意を怠らない

② 自宅でも油断せず、常に鍵とチェーンロック
③ 万が一の時のため、防犯ブザーを持つ
④ 普段から子供と防犯標語 「いかのおすし」
を確認し、緊急時にかけ込める
「子供安全協力の家」、「かけこみ１１０番の店」
の場所を確認しておくことが大切!!

Android、iOS
共用二次元コード

警 察 庁 推 奨 ア プ リ

特殊詐欺の犯行に利用されている電話番号
を無料で遮断・警告できるアプリ
（ダウンロード・利用料ともに無料） アプリの説明や詐欺対策

はこちらから
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のらない
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補助錠



交通ルールと交通マナーを守って、交通事故を防止しましょう。

今後の人生の幸せのために
未成年者が匿名・流動型と呼ばれる犯罪グループに関与し、凶悪な犯罪を実行する事件が相次いでいます。

①必ず捕まる ④外国に渡航すれば、
二度と戻れないかも

②先輩、友達からの
誘いでも応じない

③銀行口座やスマホ
を売らない

生活道路における法定速度の引き下げ

⑤今ならまだ引き返せる

観覧は無料
是非お越しください

第42回群馬県警察白バイ大会

※日差しを遮る屋根等がありませんので、日傘や折りたたみ椅子、水分等をご持参ください

秋山は遭難が多発!!

【遭難防止ポイント】

① 無理のない登山計画
② 技術、経験、体力に応じた山を選ぶ
③ 事前に天気予報を必ず確認

（悪天候が予想される場合は、登山を中止する）

④ 登山届の提出と登山行程を家族や職場に共有
（登山届はインターネットや登山アプリからの提出が便利）

⑤ 万が一に備えた「装備」と「非常食」の携行
（携帯電話・モバイルバッテリー・ヘッドライト・防寒着等）


